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１．組織の概要
１） 名称及び代表者名

和興建清  株式会社
代表取締役社長　　　長 谷 川   雄  一

２） 所在地
本社 神奈川県大和市上草柳3-16-27
現場事務所 神奈川県大和市西鶴間8-10-34
座間支店 神奈川県座間市明王13-11

３）
環境理責任者 常務取締役　 　長谷川　稔
担当者 常務取締役　 　長谷川　稔 TEL： 090-3247-6974

E-Mail： m-hasegawa@wacoh1967.co.jp

４）
一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業、再生資源収集運搬業、
一般貨物運送業、ビルメンテナンス業、
建設物飲料貯水槽清掃業、浄化槽清掃と維持管理

５） 事業の規模

６） 事業年度 8月～7月

７） 情報公表項目

(１) 法人設立年月日： 昭和42年9月

(２) 資本金： 1300万円

(３) 許可の内容：

許可地区、許可番号、許可区分、廃棄物の種類、(許可年月日、許可の有効年月日）

1.取組の対象組織・活動

売上高（百万円） 419百万円
従業員数（人） 59人

環境理責任者氏名及び担当者連絡先

事業活動内容

2023年度

床面積（㎡） 1800.72

許可地区
許可区分 許可番号

産業廃棄物の種類
許可年月日

許可の有効年月日

神奈川県

特別管理産業廃棄物収集運搬業（積替え保管を除く） 14-52-007397号

引火性廃油、腐食性廃酸 腐食性廃アルカリ、有害鉱さ
い、 廃石綿等、 有害ばいじん 、有害燃え殻、 有害廃
油、 有害汚泥、 有害廃酸、 有害廃アルカリ

令和5年9月6日

令和10年8月27日

神奈川県

産業廃棄物収集運搬業（積替え保管を除く） 14-02-007397号

燃え殻、汚泥、 廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラ、紙くず
、木くず 、繊維くず、 動植物性残さ 、ゴムくず 、金属く
ず、 ガラスくず 、鉱さい 、がれき類、 動物ふん尿、 動
物死体 、ばいじん 、１３号 、動物系不要物

令和4年1月13日

令和8年12月31日

座間市
一般廃棄物収集運搬業 4-28号

一般廃棄物
令和6年4月1日
令和8年3月31日

大和市
一般廃棄物収集運搬業 103号

一般廃棄物
令和6年4月1日
令和8年3月31日

海老名市
一般廃棄物収集運搬業 70号

一般廃棄物
令和6年4月1日
令和8年3月31日

綾瀬市
一般廃棄物収集運搬業 86号

一般廃棄物
令和5年7月3日
令和7年7月3日
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(４) 施設状況：
収集運搬業：運搬車両の種類と台数、積替保管なし
処分業：処理施設の種類、処理する産業廃棄物の種類、処理能力（規模）、処理方式、処理工程図

台数 台数
７台 １台
１台 １台
５台 １台
２台 １台
１台 ２台
２台 ４台
２台 台

(５) 処理実績：環境への負荷の自己チェック、別表②受託した産業廃棄物の処理量）

１） 対象組織 「１．２）所在地」欄に記載

２） 活動 「１．４）事業活動内容」欄に記載

３） レポートの対象期間及び発行日

レポートの対象期間及び発行日は表紙に記載。

大和市 浄化槽清掃業
304号

令和6年4月1日
令和9年3月31日

神奈川県 浄化槽保守点検業者の登録
神浄保67号

令和5年3月31日
令和10年3月30日

・4tパワフルダンパー車

関東運輸局一般貨物自動車運送業
関自貨第1547号

平成22年1月21日

収集運搬車両 収集運搬車両

神奈川県 建設物飲料水貯水槽清掃業登録
5貯第28号

令和6年2月6日
令和12年2月6日

神奈川県 建設物環境衛生総合管理業登録
19総第14号

令和2年3月17日
令和8年3月16日

２．対象範囲（認証・登録範囲）、レポートの対象期間及び発行日
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・４ｔコンテナ脱着装車

事業年度 種類 収集運搬量（ｔ）

2023年度
産業廃棄物 790
一般廃棄物 2,903

・3ｔプレスパッカー車 ・2tリフトゲート
・2ｔテールゲート車 ・軽トラック
・2ｔコンテナ脱着装車 ・営業車

・2tパッカー車 ・2tバキューム車
・3tパッカー車 ・4tバキューム車
・2ｔプレスパッカー車



 

３.実施体制

役 割 　　　　　　　　　役割り、責任および権限

全従業員
１．環境経営方針の理解及び環境問題の現状と環境への取組の重要性の自覚
２．環境経営目標、環境経営計画に基づくＥＡ２１活動の実施
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代表者

１．取り組みの対象組織・活動の明確化
２．経営における課題とチャンスの明確化
３．環境経営方針の作成、全従業員に周知
４．実施体制の構築
５．代表者による全体の評価と見直し
６．環境経営レポートの承認
７．その他

環境管理責任者
（ＥＡ２１事務局）

１．環境負荷と環境への取組状況の把握及び評価
２．環境関連法規の取りまとめ
３．環境経営目標及び環境経営計画の策定
４．環境コミュニケーションの実施
５．取組状況の確認及び問題の是正及び予防
６．環境関連文書類の作成・管理
７．環境経営レポートの作成・公表
８．その他

部門責任者

１．教育・訓練の実施
２．実施及び運用
３．環境上の緊急事態への準備及び対応
４．その他

環境経営実施体制表

環境管理責任者
（ 常務取締役 長谷川 稔 ）

代表者
（ 代表取締役 長谷川 雄一 ）

収集運搬責任者
（ 係長 関谷 重幸 ）

本社総務責任者
（ 専務 長谷川 富貴子 ）

従業員 8人

ビルメンテナンス責任者
（ 常務取締役 長谷川 稔 ）

従業員 34人 従業員17人

ＥＡ２１事務局

（ 常務取締役 長谷川 稔 ）



和興建清株式会社　

代表取締役　長谷川　雄一

   この環境経営方針は全ての従業員及び、当社のために働く全ての人にも周知徹底すると共に、一般に
も公開します。

2021年6月24日
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　　  ・電力使用量の削減 

　　  ・燃料（ガソリン、軽油）使用量の削減　　

②廃棄物排出量の削減

③水使用量の削減

④化学物質使用量の適正管理

４．全従業員に対して環境保全に関する意識付けを行い、日々の業務の中で温室効果ガス排出量の管理
および削減の理解促進のため、定期的な研修を実施します。

①二酸化炭素排出量の削減 　　　

【　環境理念　】

　当社は、環境問題への対応が社会的責務であることを認識し、循環型社会実現のため、全従業員で環
境負荷の低減に努め、持続可能な社会づくりに貢献します。
　また、知名度の向上とブランディングを⾏うこと、お客様や地域社会からの信頼度を⾼めるために、 ウイ
ルスの猛威を除去するべく、「接触感染リスクに配慮した、ダイヤニウムコーティング」を実施 し、抗ウイル
ス・抗菌コートを通じた社員の健康に配慮し、働きやすい職場環境の整備を⽬指します。 新型コロナウイ
ルス感染症の感染拡⼤を受けて、お客様、お取引先様、従業員とその家族の安全確保・ 感染予防と感染
拡⼤の防⽌を⽬的に、様々な対応を実施します。

【　企業理念　】

　１　使命　私達は、仕事に真心をこめて提供します
　２　必要　私達は、いつまでも求められる会社でいる
　３　感謝　私達は、常に有難うの心を持ち気持ちの良い仕事をします

【　行動指針　】 
　環境経営への取組みに当たっては、以下の重点分野に従って全従業員による環境活動を実施する
とともに環境経営の継続的改善を図ることを誓約します。

1.      収集運搬業、ビルメンテナンス業などすべての事業活動において、環境に十分配慮します。
2.      環境関連法規制、条例、協定及びその他の要求事項を遵守し、環境負荷の低減、環境汚染
　　　の防止に努めます。
3.      業務の効率化を推進し、省資源・省エネルギー・リサイクル活動を推進します。

～　和興建清株式会社　　　人の和を持って、業を興す　　　～

環 境 経 営 方 針



５.和興建清株式会社の SDGs への取り組み
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 　作成年月日 2022年10月25日

基準値
（2021年度） 2022 2023 2024

電力使用量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

20,389

kWh／年

電力使用量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

12,756

kWh／年

二酸化炭素合計 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

19,092

kg-CO2／年

年間消費量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

都市ガス<Nm3>

155
LPG　<kg>　2023年4月以降

LGP使用車両はない

1,551

ガソリン　<L>

4,450

ガソリン　<L>

1,921

軽油　<L>

52,658

二酸化炭素合計

155,625

174,716.8

178,698.0

kg-CO2

一般廃棄物排出量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

5,792

kg／年

1,700

kg／年

水道使用量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

158

㎥／年

100

㎥／年

化学物質使用量 基準値に対し 0 ％削減 基準値に対し 0 ％削減 基準値に対し 0 ％削減

53

kg／年

環境配慮提案件数 基準値に対し 1 ％向上 基準値に対し 1 ％向上 基準値に対し 1 ％向上

3

件／年

L／年以下

本
社

現
場

水使用量の削減

kg／年以下

本
社

現
場

一般廃棄物
排出量
の削減

97

㎥／年以下

1,649

153

㎥／年以下

174,717

合
計

176,911 175,124 173,337

150,956

L／年以下 L／年以下

5,734

99

※二酸化炭素排出係数はH30年度ワタミファーム＆エナジー（株）の0.576kg-CO2/kwhを使用した。

6
産業廃棄物処理業での

環境配慮
3 3 3

件／年以下 件／年以下 件／年以下

4
化学物質使用量

　　　　の適正管理
53 53 53

kg／年以下 kg／年以下 kg／年以下

98

kg／年以下 ㎥／年以下

1,683 1,666

kg／年以下

kg／年以下

kg-CO2／年以下

5,618

kg／年以下

3

156

kg／年以下

155

㎥／年以下

2
廃棄物排
出量の削

減

4,406

172,970 171,222

kg／年以下

5,676

kg／年以下

kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下

154,069 152,513

52,131

3.00

2.58

2.32

2021年度 環境経営目標

0.576

kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下

現
場

本
社

12,501 12,373

kWh／年以下 kWh／年以下 kWh／年以下

20,185 19,777

kWh／年以下

12,628

kWh／年以下 kWh／年以下

kg-CO2／年以下

CO2
換算係数

年　度　目　標
年度

L／年以下 L／年以下 L／年以下

Nm3／3ヶ月以下 Nm3／年以下

kg／年以下

年度

1,8631,882.2

年度

150
2.16

19,981

L／年以下 L／年以下

1,535

L／年以下

L／年以下

Nm3／年以下

L／年以下 L／年以下

1,520

kg／年以下 kg／年以下

1,901

51,605 51,078

4,361 4,317

1,504

座間支店を含めた合計

６.環境経営目標

6

現
場

Ｎｏ 環境方針・目標項目

1
二酸化炭
素排出量
の削減

化石燃料
消費量
の削減

電力使用
量の削減

合
計

本
社

現
場

本
社

計（kg-CO2）

現
場

18,901 18,710 18,519

153 152



７．環境経営計画及び経営計画の取組結果と評価

責任部門

責任者

①不使用照明の消灯 ■

②空調の適温化(冷房26、暖房22度) 常務取締役 ■

③OA機器のセーブモード設定 長谷川稔 ■

④設備機器の定期的メンテナンス実施 ■

①エコドライブ10のすすめの徹底　 ■

②省エネ運転の実行 常務取締役 ■

③車両の点検実施 長谷川稔 ■

④エアー圧の適正化点検 ■

⑤省エネ型自動車への切り替え ■

⑥車両以外の交通手段を併用 ■

①エコドライブ10のすすめの徹底　　 ■

②省エネ運転の実行 常務取締役 ■

③車両・点検実施 長谷川稔 ■

④エアー圧の適正化点検 ■

⑤省エネ型自動車への切り替え ■

⑥ルートの最適化

①分別徹底 ■

②空き缶・ボトルの自販機回収 専務取締役 ■

③裏紙使用で紙使用量の削減 長谷川富貴子 ■

④IT化により紙使用量の削減 ■

①節水表示 専務取締役 ■
②散水は必要最小限 長谷川富貴子 ■

③洗車は高圧洗浄で節水 ■

④年に2回漏水点検 ■

①社内(環境)勉強会 専務取締役 ■

②環境提案の実施 長谷川富貴子 ■

施策の実施状況：■　実施　△１部実施　□未実施
評価：　　〇取り組みはよくやられている　×取り組みが不十分

科学物質使
用量削減

化学物質「ＰＲＴＲ法」に該当す
るものは少量であり適正管理を
維持する。

〇
専務取締役

長谷川富貴子

①適正管理
■

7

評価
計画に基づき実施した取組
内容及び次年度の計画

施策
実施
状況

Ｎｏ
環境経営
方針項目

環境経営
目標項目

目標達成手段

〇

〇

〇

2
廃棄物排
出量の削

減

一般廃棄物排
出量の削減

1
二酸化炭
素排出量
の削減

1）電力使用
量の削減

2）化石燃料
使用量
の削減

エアコンの設定温度の適時調整
し、卓上小型扇風機の併用をし
た。また、昼休み等には消灯な
どの徹底を図った。

ガ
ソ
リ
ン

軽
油

エコドライブの徹底では10の勧
めを周知・確認徹底を図った。

エコドライブの徹底では10の勧
めを周知・確認徹底を図った。今
後、車両ごとの走行距離、給油
量を記録し、車両ごとの燃費を
把握する。次年度も継続展開を
実施する。

CO2総量計

（kg-CO2）

洗車時、清掃時、手洗い時の節
水徹底。次年度も継続展開を実
施する。

安全講習会や、健康管理に関す
る研修会を開催し、安全と健康
的な職場環境の実現を図った。

〇

5

製品の環境
性能の向上

及び
サービスの

改善

環境配慮提案
件数

〇

水使用量
の削減

水使用量の削
減

3

4
化学物質
の適正管

理

常務取締役

長谷川稔
〇

〇

分別によるリサイクルに努めるこ
とができた。次年度はFAXの
PDF化等ペーパーレス化を進め
る。次年度も継続展開を実施す
る。



 　作成年月日 2024年10月9日

基準値

（2021年度）

電力使用量 基準値に対し 2 ％削減

20,389

kWh／年

電力使用量 基準値に対し 2 ％削減

12,756

kWh／年

二酸化炭素合計 基準値に対し 2 ％削減

19,092

kg-CO2／年

年間消費量 基準値に対し 2 ％削減

都市ガス<Nm3>

155

ガソリン　<L>

4,450

ガソリン　<L>

1,921

軽油　<L>

52,658

155,625

174,716.8

178,698.0

kg-CO2

一般廃棄物排出量 基準値に対し 2 ％削減

5,792

kg／年

1,700

kg／年

水道使用量 基準値に対し 2 ％削減

158

㎥／年

100

㎥／年

化学物質使用量 基準値に対し 0 ％削減

48

kg／年

環境配慮提案件数 基準値に対し 1 ％向上

3

件／年

※二酸化炭素排出係数はH30年ワタミファーム＆エナジー（株）の0.576kg-CO2/kwhを使用した。

㎥

現
場

1,076

本
社

4
6

産業廃棄物処理業での
環境配慮

3

件／年以上 件

4
化学物質使用量の

削減
16

kg／年以下 kg

98

〇

〇

8

〇

○

○

〇

1,512

1

電力使用
量の削減

16

㎥／年以下 ㎥

5,676

kg／年以下 kg

Nm3／3ヶ月以下

155

kg／年以下 kg

171,222

L／年以下

1,882現
場

kWh／年以下

5,141

〇

二酸化炭素合計 152,513

L／年以下

現
場

51,605

L／年以下

kg-CO2

55,184

Ｎｏ 環境方針・目標項目
CO2

換算係数

目　標

Nm3

16,672

評価

〇

〇

〇

kWh／年以下

合
計

本
社

19,981

0.576

18,202

kWh

本
社

８.環境経営目標の実績と評価

実績

2.58

2023年度

85

12,501
10,742

kWh

現
場

L

二酸化炭
素排出量
の削減

18,710

kg-CO2／年以下

化石燃料
消費量
の削減

2.16
152

kg-CO2

kg-CO2／年以下 kg-CO2

L

156,798

3 水使用量の削減

88.0

〇

×

×

×

173,470

L／年以下

126

座間支店を含めた合計

合
計

175,124

×
本
社

2.32

4,361

4509

177,722

L

本
社

計（kg-CO2）

2
廃棄物排
出量の削

減

一般廃棄物
排出量
の削減

本
社

現
場

1,666

㎥／年以下



８．1次年度の環境経営計目標と環境経営計画

責任部門

責任者

①不使用照明の消灯

②空調の適温化(冷房26、暖房22度)

③OA機器のセーブモード設定

④退社時や長時間離席時のＯＡ機器の電源ＯＦ

⑤扇風機やヒーターを活用する

①エコドライブ10のすすめの徹底　

②省エネ運転の実行

③車両の点検実施

④エアー圧の適正化点検

⑤積極的な自転車での移動

⑥車両以外の交通手段を併用

①エコドライブ10のすすめの徹底　　

②省エネ運転の実行

③車両・点検実施

④エアー圧の適正化点検

⑤省エネ型自動車への切り替え

⑤扇風機やヒーターを活用する

⑥無駄な積荷の削減

⑦配車の最適化

⑧ルートの最適化

①分別徹底

②空き缶・ボトルの自販機回収

③裏紙使用で紙使用量の削減

④使い捨て製品の使用や購入の抑制

⑤詰め替え用の購入

①節水表示
②散水は必要最小限
③洗車は高圧洗浄で節水
④年に2回漏水点検
⑤洗剤・石鹸を適量にする
①適正管理

①社内(環境)勉強会
②環境提案の実施

（先達成手段全て）

3
水使用量
の削減

水使用量の削
減

水使用量2021
年度比1％削

減

軽
油

軽油使用量
2021年度比

1％削減

2）化石燃料
使用量
の削減

専務取締役
長谷川富貴子

専務取締役
長谷川富貴子

常務取締役
長谷川稔

常務取締役
長谷川稔

常務取締役
長谷川稔

（先達成手段全て）

（先達成手段全て）

（先達成手段全て）

4
化学物質
の適正管

理

科学物質使
用量削減

専務取締役
長谷川富貴子

（先達成手段全て）

専務取締役
長谷川富貴子

適正管理

2023/8～2024/7

環境経営目標

5

製品の環境
性能の向上

及び
サービスの

改善

環境配慮提案
件数

2
廃棄物排
出量の削

減

一般廃棄物排
出量の削減

1
二酸化炭
素排出量
の削減

1）電力使用
量の削減

電力 使用量
2021年度比

1％削減

ガソリン使用
量2021年度比

1％削減

一般廃棄物排
出量2021年度

比1％削減

9

Ｎｏ
環境経営

方針
環境経営
目標項目

目標達成手段
スケジュール

8月～7月

CO2総量計

（kg-CO2）
常務取締役

長谷川稔

ガ
ソ
リ
ン

（先達成手段全て）

（先達成手段全て）

提案件数3件
以上



　　　8.1当社に適用される環境関連法規等の遵守状況
・廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）

・家電リサイクル法

・自動車リサイクル法

・道路交通法（道交法）

・フロン排出抑制法

・大和市環境を守り育てる基本条例

　　　8.2　違反、訴訟等の有無

上記環境関連法規の遵守状況確認結果違反等はありませんでした。

又苦情・訴訟等はありませんでした。

　
10．代表者による全体の評価と見直し・指示

10

9．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　並びに違反，訴訟等の有無

エコアクション２１認証後3年目は、従業員それぞれに環境負荷を抑える意識が向

上し、また定着して参りました。

全体の運用結果としては、ほぼ目標を達成していますが、化石燃料消費量の削

減については目標の達成ができませんでした。

従業員には環境目標の周知徹底されているが、全目標の達成には至っていない

ため、エコドライブ１０のすすめの研修会の開催や、ポスターを掲示するなど身の

回りで出来ることを実践・継続し、持続可能な社会の実現に向けて邁進してまいり

ます。


